
地域巡検を実施しました。 

 

１年生の生徒は７月１３日（木）県内の各施設へフィールドワークに出かけました。 

 

目的は次の２点です。 

①地域の現状を知り、地域の企業や研究施設等の取り組みに学び、 

地域の発展を考えるという体験的学習をとおして、地域貢献に対する意識を高める 

②チームでの協働的な学習を行うことによって、主体性、協働性、 

創造性や汎用的な学びの力を身につける 

  

訪問先は次の１１コースです。 

①島根大学産学連携センター 地域医学共同研究部門 

②島根県教育庁埋蔵文化財調査センター 

③株式会社 松永牧場、メイプル牧場、 株式会社 右田本店 

④島根県立三瓶自然館サヒメル[天文分野] 

⑤島根県立三瓶自然館サヒメル[放射線分野] 

⑥島根県立しまね海洋館アクアス、漁業協同組合 JF しまね益田支所 

⑦シマネ益田電子株式会社 

⑧国立病院機構浜田医療センター、株式会社 益田クッキングフーズ 

⑨益田地域医療センター医師会病院、リハビリテーションカレッジ島根 

⑩奥出雲多根自然博物館 

⑪中国電力益田制御所、澄川発電所、西島根変電所、三隅火力発電所 

 

当日の様子をご覧ください。 

   

 

    

 



   

 

   

 

   

 

その後、「石見を発展させる提案」を統一テーマとして事後学習を行い、 

７月２４日（月）から２６日（水）にプレゼンテーション発表しました。 

どのクラスも、訪問先での体験や事前学習で学んだ知識をヒントに、 

地域活性化のためのユニークなアイディアを出していました。 

 

発表の様子をご覧ください。 

   

 



   

 

各クラスの優秀発表は、次のとおりです。 

 

 

これら優秀発表班は、先日の「オープンハイスクール夏」で中学生を前に発表しました。 

また、優秀発表をポスターにしたものを、８月２９日（火）、３０日（水）の文化祭で展示 

します。来年の２月２日（金）にはＳＳＨ生徒研究発表会で発表もします。 

１年生の成果をぜひご覧ください。 


